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 学位請求論文受理の後、論文提出者は、学位委員会より指摘された誤字・誤植などの訂正を行い、製本し
たうえで、審査委員に学位請求論文を送付した。審査委員は、それを受けて当該論文の審査を開始し、2013
年 9 月 28 日、午後 3 時より午後 5 時まで、早稲田大学文学学術院 39 号館第 7 会議室にて公開審査会を開
催した。出席者は主任審査委員・千野拓政、審査委員・岡崎由美、高屋亜希、松浦恒雄、ならびに一般参
加者 5名であった。 
 公開審査会では、まず、論文提出者が論文の概要について、20 分程度にまとめて報告し、次に、それを
受けて審査委員が質問し、論文提出者が回答する方法で進められた。長編論文であるため、まず論文全体
ならびに論文の書式・形式などについて質疑を行った後、第 1部から第 3部の各部について検討を進めた。
その後、一般参加者からも質問を受け付け、最後に審査委員が講評を述べて、公開審査会を終了した。 
 論文の審査、および論文提出者の説明に基づき、各審査委員は提出論文に対して、次のような理解と評
価を示した。 
当該論文は、緒論「問題としての中国近代探偵小説」、および第 1部「近代ジャーナリズムと読者の想像
力――探偵小説創作の萌芽」、第 2 部「第１次探偵小説ブーム：翻訳から創作へ」、第 3 部「第２次探偵小
説ブーム：探偵小説の転換」、結論「近代中国における探偵小説の過去・現在・未来」で、構成され、第 1
部から第 3部は、それぞれ各 3章ずつの論考からなる。 
緒論では、論文提出者の問題意識や、先行研究を踏まえた本研究の意義、研究の方法が語られている。
近代を迎えて文学に大きな飛躍が生まれたとき、エンターテインメントで起こった変化、飛躍を果たした
探偵小説が、その後大きなジャンルとして定着していかなかった過程などへの問題提起がなされている。
第 1部では、中国における近代探偵小説黎明期に当たる 1910 年代が取り上げられている。第 1章「五十
元の接吻――『新聞報』文芸副刊『快活林』に見る読者の想像力の変化」では、当時の読者が事件報道を
娯楽的に読み、自らも文章を作って投稿する姿を通じて、探偵小説を消費し、創作する想像力が読者に根
付いていく過程が検証されている。第 2 章「ホームズを想像・創造する——近代中国における探偵像の形成
について」では、そうした読者の想像力の形成を受けて、探偵小説が翻訳から中国における創作へと発展
していく過程を、探偵像の変化を中心に跡づけている。探偵小説の翻訳ではシャーロック・ホームズが人
気を博したが、初期の創作でもシャーロック・ホームズが登場する。ただ、ホームズが中国に来て失敗す
る滑稽譚として語られていた。それが、しだいに東方のホームズなる探偵役が登場し、理想の探偵像が定
着していくことになる。第 3 章「「犯罪」を消費する読者と『時事新報』「黒幕」欄」では、創作探偵小説
の登場と時期を同じくして、中国的な犯罪物語の登場する過程が検証される。「黒幕」と呼ばれる事件の内
幕や社会の裏側を描く、事件報道と創作の中間の物語である。その流行からは、探偵小説をめぐる中国の
読者の想像力が、なかなか本格探偵小説へと脱皮していかない当時の状況が読み取れる。 
第2部では、探偵小説の創作が一つのピークを迎えた1920年代が取り上げられている。第4章「理想の探
偵小説を求めて――雑誌空間に見る読者の声」では、雑誌への読者の投稿から、当時の中国読者の姿が検
証され、あわせて日本の同時期の読者との比較検討がなされている。そこからは、本格ものを好む読者が
一定数生まれていながら、翻訳に比して作品の創作がそれについていかない状況が浮かび上がってくる。
 
第 5 章「怪盗から武侠へ――近代中国におけるアルセーヌ・ルパンの軌跡」では、ホームズとともに人気
を博し、同じく中国の創作の中で登場した、東方のアルセーヌ・ルパンの形象の変遷を通じて、中国の探
偵小説が変貌していく過程が描かれる。それによれば、ルパンは社会の裏側を熟知し、それを暴く人物として登
場するが、しだいにそのような悪を懲らす「侠盗」としての性格を強めていく。第 6章「「黒幕」に挑む探偵と怪盗」
では、東方のルパン作品を中心に、探偵小説が「黒幕」的な要素を取り込み、中国の読者の間に定着して
いく過程が検証される。探偵小説は中国において、こうした形で土着化を果たしたことになる。 
 第 3部では、探偵小説が再びブームを迎え、新たな展開を見せる1940年代が取り上げられる。第7章「1940
年代における探偵小説の再興とその読者」では、当時の雑誌の調査をとおして、メディアや読者が海外の
本格ミステリーやパルプマガジンの犯罪実話などを消化し、成熟した探偵小説の生産/消費の場や、精神の
糧として探偵小説を求める想像力が生まれていたことが検証される。第 8章「霍桑の限界――1940 年代に
おける探偵像の変化」、第 9 章「魯平の突破」では、1920 年代の探偵小説作品のリライトと原作の比較、
ならびに 40 年代の新作の分析を通して、東方のホームズや東方のルパンの形象がどのように変化し、深化
したかが語られる。そこでは、この時期の探偵小説が、リアルさや人物造形、科学捜査に基づく論理的な
展開や社会への洞察・批判などを獲得し、作品として深みを増している姿が浮き彫りにされる。 
 結論「近代中国における探偵小説の過去・現在・未来」では、提出論文全体のまとめとともに、それら
を踏まえ、その後の探偵小説の変遷を視野に入れたとき見えてくる問題点や課題が語られている。 
 審査委員の意見は次のとおり。緒論では、これまでにない重要な問題意識が提示されていることが評価
された。第 1 部については、探偵小説が以前の公案小説とはまったく異質なもので、外来の新しい概念で
あったために、探偵小説の「近代性」を正確に定義することや、当時の中国における探偵小説に対する誤
解や理解の揺らぎを捉えることが難しく、本論文もそれを十分に克服しているとは言えないことが指摘さ
れたが、そうした困難な問題に、当時の資料を博捜して丹念に読み込み、読者の想像力という斬新な視点
から果敢に取り組んで、変革の一面をよく捉えている点が高く評価された。また、第 2 部については、東
方のルパンが侠盗としての形象を深め、物語が「黒幕」化していく過程を明らかにした点は、中国の探偵
小説の特殊性を考える上で、きわめて重要な指摘であると評価された。第 3 部については、これまであま
り取り上げられなかった 1940 年代の探偵小説雑紙を丹念に調査している点、それに伴って、中国の探偵小
説が到達した地点が提示されている点など、新たな地平を切り開いていることが評価された。 
 結論を含む提出論文への総合的評価として、問題提起の重要さ、資料の博捜、新たな資料の提示、斬
新な視点からの考察など、明らかにこれまでの研究水準を越えており、探偵小説研究をさらに前進させ得
る貴重な成果となっていて、学位を授与するに相応しいという評価が、各審査委員から述べられた。 
 公開審査会終了後、審査委員で投票を行い、池田智恵さんの提出論文『近代中国における探偵小説の誕
生と変遷』への学位授与について、全員一致で可とする票決を得た。 
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